
オミクロン株対応ワクチンついて代表
質問

質問　接種対象者は？�
健康福祉局　2回目接種を完了した12歳以上の全ての方が対象。し
かし前倒しで供給されるワクチンが限定的であるため、4回目接種
が未だ完了していない60歳以上の方、基礎疾患を有する方など重症
化リスクの高い方から順次接種を行うよう国から指示されている。
質問　市民への積極的な広報が求められるが、取組みは？�
健康福祉局　3回目接種済みの18歳～59歳の方に対して9月16
日に4回目用の接種券を発送。12歳から17歳の方についても、今
後接種券を発送し、接種勧奨を行っていく。併せて3回目未接種の
方に対しては市HPや市政だより等を通してオミクロン株対応ワク
チン接種実施について広く周知していく。
質問　従来のワクチン4回目接種と時期が重なるため、どちらのワ
クチンを優先して接種すべきか悩む市民も多い。オミクロン株ワク
チンの接種に関する考え方は?�
健康福祉局　従来ワクチンにおいても重症化予防効果が認められて
いるため、高齢者や重症化リスクが高い方はオミクロン株対応ワク

チン供給前であっても、接種時期を迎えた時点で速やかに接種して
いただきたい。一方オミクロン株対応ワクチンは国の専門家会議に
て、従来型ワクチンを上回る重症化予防効果やオミクロン株に対す
る予防効果も期待されることが報告されているため、供給され次第
速やかに接種を進めていく。

　青木より一言意見

オミクロン株に対応したワクチンが接種可能になりました。表を見
ていただき、接種回数や機会を確認してください。

「特別市」実現に向けた取組み代表
質問

質問　指定都市市長会「多様な大都市制度実現プロジェクト」第２回
プロジェクト会議の内容は?�
市長　特別市の法制化の全国的な機運醸成に向けた取組みについて
意見交換を行った。指定都市が共同の広報物を作成すること、「特
別自治市」の通称を「特別市」にすること、国や国会議員への要請活
動を具体的に進めることについて確認を行った。
質問　本市、横浜市、相模
原市の各市長によって発表
された「住民目線からみた
『特別市』の法制化の必要
性」の概要と反響は？�
市長　3市が目指す特別市
の姿、基本的な考え方、今
後の方向性を取りまとめて
発表した。件の指摘は課題
や懸念には当たらないもの
であり、3市では引き続き
住民目線での議論を進めな
がら現行の枠にとらわれる
ことなく、神奈川から新し
い地方自治のかたちをつく
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9月2日から10月14日まで、令和4年第4回川崎市議会定例会が開催されました。決算審査特別委
員が設置され、予算の使われ方が適正であったか、十分な効果があったかなどの審査が行われました。
自民党代表質問では、オミクロン株対応ワクチンについて、小児医療助成金拡充についてなど、市制
について幅広く質問しました。代表質問について一部抜粋してお届けします。

「住民目線から見た「特別市」の法制化の必要性」より）

会議の様子（指定都市市長会HPより）

接種可能なワクチンの種類

オミクロン株対応ワクチンの接種開始日

12～17歳の方は、モデルナ社製ワクチンで接種を受けることができないため、市内協力医
療機関で接種を受けてください。

2回接種済み
（これから3回目）

3回接種済み
（これから4回目）

従来型ワクチンで
4回接種済み
（これから5回目）

60歳以上
ファイザー

（オミクロン株対応ワクチン）

または
モデルナ

（オミクロン株対応ワクチン）

または
武田（ノババックス）

ファイザー
（オミクロン株対応ワクチン）

または
モデルナ

（オミクロン株対応ワクチン）

ファイザー
（オミクロン株対応ワクチン）

または
モデルナ

（オミクロン株対応ワクチン）

※オミクロン株対応ワクチンで
4回目接種を受けた方は対象外

18～59歳

12～17歳 ファイザー
（オミクロン株対応ワクチン）

ファイザー
（オミクロン株対応ワクチン） 対象外

2回接種済み
（これから3回目）

3回接種済み
（これから4回目）

従来型ワクチンで
4回接種済み
（これから5回目）

60歳以上

9月26日以降

9月26日以降
4回目接種から

5か月経過した日以降
（予定）

18～59歳

基礎疾患等のある方や医療従事者等

9月26日以降
上記以外の方

10月11日以降

12～17歳 9月26日以降 10月11日以降 対象外

かかりつけ医がいないときやコロナワクチンの副反応については

コロナワクチン接種
予約については

0120-654-478へ
8:30～18:00（土･日曜、祝日も対応）

24時間受付



るため法制化を目指していくことを広くお伝えしたものである。町
会・自治会をはじめ市民の皆様より多くの共感をいただいている。

　青木より一言意見

いよいよ地域での説明会が始まりました。ご要望の団体や市民の方
はご連絡ください。

JFEスチール跡地活用における国との情報共有について代表
質問

質問　国も高い関心を示しており、国策誘導の努力を続ける必要が
ある。国との情報共有はどの程度か。�
臨海部国際戦略本部　土地利用方針の策定に向けた検討状況の中間
報告について、関係省庁に説明を行い、オブザーバーとして検討会
議に招き、エネル
ギーや港湾利用など
について意見を聴衆
するなど、国の考え
方を随時把握してい
るところ。今後も国
策との連携を視野に
入れた取組みを進め
ていく。

　青木より一言意見

跡地に関しては、様々な使い方が提案されています。大きく使い、
未来を作る事ができる産業誘致を進めています。

妊産婦支援について代表
質問

質問　産後ケアサービスについて、自己負担軽減を求める声が多い。
他都市と比較しても高額になっている現状だが、近年の執行額と近
隣都市と同額にした場合の想定事業費および見解は？�
こども未来局　執行額は2,094万3千円（令和元年度）、2,808万9
千円（令和2年度）、2,891万9千円（令和3年度）。2分の1は国庫
補助対象。他都市との比較については自治体によって内容が異なる
ため事業費のみで単純に比較は難しい。例えば他都市は利用前に要
件を満たしているか専門家
と面談を行うところが多い
が、本市は事前審査なく迅
速に利用することが可能と
なっている。心身ともに支
援を必要とする方が多い時
期に希望者がケアを受けら
れることは重要だと考えて
いる。より利用しやすい制
度に向けて引き続き検討し
ていく。
質問　産後うつの予防、新
生児への虐待防止を図るた
めの産婦健康診断事業に関
して、県内ほとんどの市町
村が着手している中、本市

は未実施である。事業を実施した場合の効果は及び見解は？�
健康福祉局　本市では各区役所地域見守り支援センターにて、市内
医療機関等と顔の見える関係を構築、連携し、支援が必要な妊産婦
を把握してきた。今後、産婦健診事業を実施した場合、健診結果を
市で把握することができるため、産婦の心身の健康状態を把握する
機会が増え、より適切なタイミングで支援につなげることができる
と考える。今後は事業化に向けた課題等を含め、協議・検討してい
きたい。

　青木より一言意見

子育て支援は、決して子ども達のためだけではなく、川崎の未来の
ための施策です。　子どもを産み育てやすい川崎市を作りましょう。

救急隊のAI活用について代表
質問

質問　「AIを活用した救急隊の現場到着時間の短縮に向けた実証実
験に関する協定」について、令和4年度に4社と協定を結んでいる。
これまでの経緯と導入により期待する効果は？�
市長　令和3年12月に民間事業者との意見交換会にてご意見をい
ただいた上で、令和4年3月に協力事業者を募集したところ、4社
より申し込みがあり協定を結んだ。実証実験の結果を踏まえて導入
できるかどうか検討を進めていく。平成25年から令和3年までの
9年間における約60万件のデータ（119番受信日時、場所、天気、
気温など）を提供し分析していただき、AIによる救急需要絵お予測
する仕組みを作成している。導入により、現場到着時間の短縮に高
い効果があることを期待している。

　青木より一言意見

データを分析し、必要とする人に迅速にしっかりと救急車を送るこ
と出来るように取組みを進めます。

街路樹の維持管理について代表
質問

質問 経年による老木化や大木化などの課題を抱えており、早期に
主要路線などに範囲を拡大し街路樹健全度等を把握データ化し街路順
の対策を早い段階で計画的に取り組むことが求められるが見解は？�

読み取りは
携帯のカメラモードを

かざすだけ 【ワクチン接種】最新のお知らせ 4回目接種を受ける方 接種状況（速報）と供給状況 濃厚接触者について

●新型コロナウイルス感染症に関する情報は下記サイトよりご参照ください

川崎市消防局警防部救急課資料より

市HPより

腐朽による樹木の倒木の様子（川崎市街路樹管理計画より）



建設緑生局　街路樹維持管理システムを整備しており、今後もデー
タの充実・更新が必要なことから巡回点検等も活用しながらデータ
収集を進めていく。他都市での事例を参考にしながら引き続き、効
率的・効果的な取組みに努めていく。

　青木より一言意見

街路樹は適正に管理しないと危険ですし景観が悪いです。取捨選択
をして緑を大切にする街を目指して取組みます。

横断歩道橋の維持管理について代表
質問

質問　本市が管理する横断歩道橋は113橋あり、このうち35％が
50年以上経過している。維持管理費、景観、バリアフリーの観点
からも、要不要で分類し、撤去を進めていくことも選択肢の一つと
考えるが、市長の見解は？�
市長　近年ではバリアフリーの観点も踏まえ、考え方も変化してき
ている。これまで13橋の撤去を実施してきた。引き続き、地域の
実情などを勘案しながら安全で利用しやすい道路環境の構築に取り
組んでいく。

　青木より一言意見

昨今は、平面移動が通常化しあまり使われていない横断歩道橋があ
ります。総点検が必要ではないかと考えます。

防犯カメラの戦略的整備について代表
質問

質問　川崎駅周辺に防犯カメラを設置した理由及び取組み内容は？�
市民文化局　PR効果等を含め、総合的な観点から検討を行い、特
に刑法犯認知件数が多い川崎駅周辺とした。民間ノウハウ等を活用
し、集中的に防犯カメラの整備を行うことで、犯罪抑止と治安イメー
ジの向上を図るものである。
質問　川防犯カメラが街のどこかにあるという情報は抑止力として
効果を生み出すはずだが、周知の考えは？�
市民文化局　市政だよりへの掲載や防
犯カメラの設置箇所への表示板の掲出
など、積極的な情報発信を行うことに
より、体感治安の向上を図っていきた
い。

　青木より一言意見

プライバシーに配慮し、　防犯意識を高めながら、防犯カメラの適
宜適切な配置を進めます。

全国都市緑化かわさきフェアの推進体制について代表
質問 学校給食物資購入費代表
質問

質問　食材高騰による給食費等の値上げ圧力に対して、保護者負担
の増加抑制の観点から、国の交付金を活用した取組みを求めてきた。
補正予算にどのように反映されたか？�
教育次長　国の地方創生臨時交付金を活用し、本市の消費者物価指
数の上昇率を下に算出した2億3,616万1千円を、市立小・中学校
及び特別支援学校における給食物資購入の増加分として補正予算に
計上した。

　青木より一言意見

物価高騰対策のため、今のところ給食費に関しては値上げをしない
方向です。

3歳児視覚検査における屈折検査機導入について代表
質問

質問　実施状況と今後のスケジュールは？�
子ども未来局　令和5年1月から幸区と多摩区で先行実施をし、令
和５年度の早い時期には全ての区役所において実施できるよう区役
所や川崎市眼科医会等と打ち合わせを行い、準備を進めている。

　青木より一言意見

いよいよ3才の子どもたちを対象に、機械を使った検査が始まりま
す。これにより弱視や目の病気の早期発見ができるようになり目の
健康につながります。またデータを蓄積して、今後より目の健康に
はどういったことが良いのかの傾向を出して参ります。

小児医療費助成制度代表
質問

質問　本制度の対象年齢を中学校3年生まで、所得制限無しで拡充
していくべきだと考えるが、市長の見解は？�
市長　対象を小学校6年生から中学校3年生に拡大し、所得制限に
ついては撤廃する。市民税所得割非課税世帯を除く小学校4年生以
上を対象に、1回500円を上限として設けている一部負担金につい
ては、制度の安定性かつ継続的な運用を図るため維持すべきと考え
る。システム準備、条例改正手続き、市民への周知などを経て、来
年度中の実施に向けて取り組んでいく。

　青木より一言意見

以前より多くの市民の方からご要望いただいていた「声」がかたち
になり、さらに子育てをしやすい街となるよう一歩前進した事を嬉
しく思います。制度の実施に向けて引き続き取り組んでまいります。

昭和52年8月26日生まれ

●  4期連続トップ当選（29才初当選）
●自民党川崎市議団団長
●自民党川崎支部連合会政務調査会長
●川崎市幼稚園父母の会、連合会前会長、
高津消防団員、保護司、川崎高津ロータリークラブ

●英国ボーンマス大学院国際経営学Dip取得、
産業能率大学、サレジオ学院中高、洗足学園小、
川崎めぐみ幼

●両親、妻、息子3人の7人家族
●フラッグフットボール日本選手権3連覇
W杯日本代表、キリマンジャロ登頂成功（5,895ｍ)

青木のりお事務所
〒213-0029 神奈川県川崎市高津区東野川2-29-11

横断歩道橋老朽化状況例（国土交通省「横断歩道橋個別施設計画」より）

南部給食センターHPより

イメージ



HPV感染症予防接種事業について代表
質問

質問　キャッチアップ接種並びに償還払いの手続き方法は？�
健康福祉局　キャッチアップ接種については、7月に対象者約6,900
人の方へ郵送で個別勧奨を行った。接種を希望する場合は、医療機
関で直接予約をした上、接種をしていただいている。償還払いの手
続きについては、申請書に母子手帳などの接種が確認できるもの、

領収書などを添付のうえ、郵送していただくことを検討している。
質問　男性へのワクチン接種は？�
健康福祉局　令和2年12
月に男性への接種が薬事承
認され、現在国において男
性に対して定期予防接種と
して位置づけることについ
ての検討が進められてい
る。引き続き国の動向を注
視したい。

　青木より一言意見

子宮頸がんを予防するワクチンや、その他様々な細菌やウィルスか
ら身を守るワクチン接種の理解促進のために、学生や市民とともに
勉強会を開催しました。正しい情報の周知が必要です。

全国都市緑化かわさきフェアの推進体制について代表
質問

質問　9月1日に実行委員会の設立総会が開催されたが、設立の目
的は？�
総務企画局　様々な主体が垣根を越えて力を掛け合わせ、市民、企
業、団体等によるオール川崎市で取組みを推進することを目的とし
ている。
質問　推進体制のイメージは？�
総務企画局　意思決定機関として全団体が参加する総会を設置。そ
の下に市制100年幹事会と緑化フェア幹事会を設置し、広報等の
企画実施を担う。企業・団体・市民を対象にパートナー制度を今後
構築していく予定。
質問　記念事業のコンセプトは？�
総務企画局　本市ブランドメッ
セージである「Collars,Future!�
いろいろって未来。」とする。込
められた思いを共有し、未来の可
能性の場づくりをしていくことで
様々な活動や価値が生まれ、本市
の成長の機会としていく。

　青木より一言意見

�いよいよ体制が整いました。これから市民の方への周知が始まり
ます。�是非皆様もご参加下さい。

若者向けにワクチン勉強会を開催

４年ぶりに青のりカフェを開催しました。今後も各地
域にて開催予定です。皆様の声をお聞かせください。

子育て支援策に関する所得制限の設定は、子
育て世帯の就労意欲をそぎ、最終的には少子
化を促進させる恐れもある。よっ
て国における子育て支援策に対
する所得制限の撤廃及び支援対
象を拡充するよう求めるもの。

10月14日、以下2件の意見書が本会議にて可決成立しました。国
に提出し、引き続き強く求めて参ります。

意見書が可決されました意見書が可決されました

「子育て支援策に関わる
 所得制限の撤廃を求める意見書」

「全国一律の子どもの医療費
 助成制度の創設を求める意見書」

子どもの医療助成制度は自治体ごとに異なる
制度であることから、助成内容に大きな格差
が生じている。子どもの生活と健康は等しく
守られる必要があることから、
全国一律の子どもの医療費助
成制度を国の責務として早期に
創設するよう求めるもの。

川崎市市制100周年事業及び全国都市
緑化かわさきフェアロゴ（市HPより）

小児医療費助成制度についてタウンニュースに寄稿しました


